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α-Fetoprotein (AFP)は肝臓がんを含む肝臓疾患のバイオマーカーとして知られている糖タンパ

ク質であり、AFP の高感度検出は、肝臓がんの早期診断に有用である。一方、分子インプリント

ポリマー(MIPs)は、標的分子に対する三次元認識空間を構築した人工分子認識材料であり、その

化学的な安定性と測定の容易さから、抗体などの生体由来分子に代わる認識素子として注目を集

めている[1]。MIPs は、鋳型分子と、その分子と相互作用する部位をもつ機能性モノマーの複合体、

コモノマーおよび架橋剤を共重合し、最後に鋳型分子を取り除くことで得られる。さらに、当研

究室では分子認識空間内選択的修飾法であるポストインプリンティング修飾法（PIM）を開発し、

重合後修飾による MIPs の高機能化に成功している[2,3]。 

本研究では、肝疾患関連腫瘍マーカーα-fetoprotein (AFP)を標的分子とし、AFP がもつ糖鎖を認

識するボロン酸と、負電荷や疎水性アミノ酸残基と相互作用可能な pyrrolidyl 基を同一分子認識空

間内に配置し、AFP を多点でに認識可能な AFP インプリント空間を構築した[4]。さらに、PIM に

より AFP インプリント空間内のみに選択的に蛍光性レポーター分子を導入し、AFP の結合情報を

高感度に蛍光で検出可能な MIP 薄膜の創製を行った。 

得られたMIP薄膜のAFP結合特性を表面プラズモン共鳴 (SPR)測定および蛍光顕微鏡を用いた

蛍光測定によって評価したところ、AFP 特異的な吸着挙動が見られ、蛍光検出においては 10 pM

の AFP が検出可能であった。また、ブロッキング処理によって MIP の認識空間外への非特異吸着

を抑制させることで、1%の血清溶液中においても高感度・高選択的に AFP を検出することに成功

しており、糖鎖と可逆的共有結合を形成可能なボロン酸と、アミノ酸残基と相互作用可能な官能

基を鋳型空間内に配置した、結合情報発信能をあわせもつ多点認識インプリント空間により AFP

を高感度検出可能であることがわかった。 
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